
・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある。
・男性も女性も仕事と家庭生活の両立など、バランスのとれたライ
フスタイルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。
これらのことから、今後到来する人口減少社会において、経済・

社会を活性化するためには、女性をはじめとする多様な人材の活
躍が必要である。

地域の実情と課題

【千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会】
・千葉県（男女共同参画課・雇用労働課）
・千葉労働局 ・市長会 ・町村会

経済産業団体１２団体
・商工会議所連合会 ・商工会連合会 ・中小企業団体中央会
・経済同友会 ・経営者協会 ・中小企業家同友会 ・労働組合総連合会
・生産性本部 ・農業協同組合中央会 ・漁業協同組合連合会
・千葉県建設産業団体連合会 ・建設業協会

連携団体

・より多くの県民に参加してもらえるよう開催日時や広報の方法を
工夫していく必要がある。
・今年度は、女性の視点からのシンポジウムであったので、男性の
視点から「男性の仕事と子育ての両立支援」などについても考えて
いく必要がある。
・女性活躍に向け、県に「子育て支援に取り組む企業への支援」や
「保育所の整備促進」を求めていることが分かった。より県の施策
に反映していく必要がある。

今後の課題

・「女性起用は能力重視で」という持論をもち、「女性活躍をダイ
バーシティの観点から捉える」宮崎先生を講師に招くことで、女性
の活躍推進をわかりやすく捉えられるようにした。
・若手、子育て中、子育て経験ありと様々な世代の女性リーダーを
パネリストとすることで、より多角的な視点から働く場における女性
の活躍推進を考えられるようにした。

千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会事業【千葉県】

【目的】 本県における女性の活躍を効果的かつ円滑に推進する
ため、構成団体の有用な取組について、情報共有するとともに、女
性の活躍支援策やワーク・ライフ・バランスの普及促進等について
協議を行う。
【目標】
（１）全体会及び各部会参加者数418人以上（参加：457名・達成率：109％）
（２）全体会及び各部会参加者の満足度80％以上（93.9％）

目的・目標

・男性が１／３以上、20～40代の子育て世代が半数以上参加する
など、普段、男女共同参画関連イベントへの参加が多くない方々
に強く訴えかけることができた。
・約半分の方が、参加して意識が変わったと回答した。広い視点か
らの講演と具体的な体験に基づくパネルディスカッションという構
成にすることで、女性の活躍推進への理解がより深まるきっかけと
なった。

事業の特徴

事業の効果



事業の概要

女性活躍推進特別部会を設置（６月１２日）
本県における女性の活躍を効果的かつ円滑に推進するため、構成団体の有用な取組について情報共有

するとともに、女性の活躍支援策やワーク・ライフ・バランスの普及促進等について協議を行うため、千葉県
男女共同参画推進連携会議に女性活躍推進特別部会を設置した。本部会は、女性活躍推進法に基づく協
議会にも位置付けられている。
※千葉県（男女共同参画課・雇用労働課）、千葉労働局、市長会、町村会、経済産業団体１２団体が参加）

女性活躍推進シンポジウムを開催（１月３１日）
「女性の活躍応援」をテーマに、県民の皆様が参加できるシンポジウムを開催した。約２００名が参加し、働く場における女性活躍推進

などについて考えた。

①主催 千葉県男女共同参画推進連携会議、千葉県
②会場 京葉銀行文化プラザ ３・４階音楽ホール
③内容 第１部 講演「今、ダイバーシティについて考える」

＜講師＞宮崎 緑 氏（千葉商科大学国際教養学部長、
元ＮＨＫニュースキャスター）

第２部 「第一線で活躍する女性によるパネル
ディスカッション」

＜コーディネーター＞
村 昭寛 氏（千葉銀行 人材育成部能力開発室長）

＜パネリスト＞
高橋 奈帆子 氏（大成建設 千葉支店土木部工事係）
増田 恵美 氏（東日本旅客鉄道千葉支社

木更津地区指導センター所長）
柴屋 裕子 氏（千葉銀行 営業支援部副調査役）

女性活躍推進パンフレットを作成・配布（３月）
シンポジウムの成果を広く県内で活用するため、結果等を取りまとめた「女性活躍推進パンフレット」を3,500部作成し、県内市町村等

に送付するとともに、県内の大学、専門学校等で配布した。
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